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 第１章 基本的事項  
 

１ 計画策定の背景と目的 

  釧路市一般廃棄物処理基本計画は、釧路市（以下「本市」という。）が長期的・総

合的視野に立って、計画的に一般廃棄物（ごみ・し尿・浄化槽汚泥） 処理を推進し

ていくために策定するものです。 

前計画は、平成２１年４月に計画期間を平成２１年度から平成３０年度までとし

て策定し、平成２６年４月の中間見直し時に、上位計画である「釧路市環境基本計

画」の目標年次と整合性を図るため、令和２年度までの計画期間へと見直しており

ます。 

  前計画から今回の計画策定までの間、廃棄物を取り巻くこれまでの国内外の動向

は、新興国を中心とした急激な人口増加、経済発展、都市化の進行による大量生産、

大量消費社会の世界的な広がりを受け、今後、中長期的に地球資源の制約の強まり

や、食品資源のひっ迫が懸念されるほか、海洋プラスチックごみによる海洋汚染の

問題、人口減少・少子高齢化と地域の衰退によるごみ出し困難者の増加、また、近

年の大震災の発生や気候変動による水害・土砂災害の頻発化、激甚化による災害廃

棄物の発生など、その環境は大きく変化しております。 

これらの問題を受け、国では、平成３０年４月に「第五次環境基本計画」、同年６

月に「第四次循環型社会形成推進基本計画」が閣議決定され、我が国の将来像とし

て「地域循環共生圏による地域活性化」「ライフサイクル全体での徹底的な資源循

環」「適正処理の推進と環境再生」「万全な災害廃棄物処理体制の構築」これらを支

える情報、技術、人材等の「循環分野における基盤整備」等を目指すこととしてい

ます。さらに、令和元年５月に「プラスチック資源循環戦略」の策定、同年１０月

には、「食品ロスの削減の推進に関する法律」を施行しています。 

また、北海道では、令和２年に「北海道第２次循環型社会形成推進基本計画」を

策定し、北海道らしい循環型社会の着実な形成に向けて、引き続き、道民、NPO等、

事業者、行政等の各主体の連携・協働のもと、循環と共生を基調とする環境負荷の

少ない持続可能な北海道づくりへの取り組みが示されております。 

一方、本市では、釧路市環境基本条例の基本方針に基づき、ごみについては、減

量化・資源化の推進や適正処理の取り組みを行い、また、し尿・汚泥等の処理につ

いては、汚水処理施設共同整備事業により、処理を下水と一元化しております。 

  この様な、国内外の動向、本市における課題などを踏まえ、さらなる廃棄物の減

量化・資源化を図り、循環型社会の形成を促進するため「釧路市一般廃棄物処理基

本計画」（以下「本計画」という。）を策定いたします。 
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３R とは 

 

３Rとは、Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイク

ル）の３つの英語の頭文字を表し、これらの活動に取り組むことで、ごみの量

を削減し、ごみの焼却や埋立処分による環境に対する影響を最小限にとどめ、

循環型社会の構築を目指すものです。 

２０００年（平成１２年）に制定された循環型社会形成推進基本法では、３R

の考え方において「排出抑制（Reduceリデュース：減らす）」「再使用（Reuse

リユース：繰り返し使う）」「再生利用（Recycle リサイクル）」の順位で優先度

が明文化されています。 

釧路市では、これらを踏まえ、ごみの減量・リサイクルの推進に向けた３Rの

促進に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① リデュース Reduce 排出抑制 
 

使う資源やごみの量 

を減らすこと 
 

② リユース Reuse 再使用 
 

物を繰り返し 

使うこと 

③ リサイクル Recycle 再生利用 

 

使い終わった物を資源と

して再び利用すること 

３Rの優先度 

高 

い 
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２ 計画の範囲 

  本計画の対象地域は、本市全域とします。本計画の範囲は、対象地域で発生する

一般廃棄物の減量をはじめ、分別、収集運搬、中間処理、最終処分、施設整備まで

を含むものとします。計画の対象となる廃棄物は、排出段階では対象地域から排出

される一般廃棄物のほか集団資源回収や不法投棄されたごみなども対象とし、処理

段階では本市が自ら処理・処分する一般廃棄物のみならず、民間事業者が処理・処

分する一般廃棄物なども含めるものとします。 

図１-１-１ 計画の範囲 

 

３ 計画の期間 

  計画の期間は、令和３（２０２１）年度から令和１２（２０３０）年度までの   

１０年とします。 

  なお、概ね５年で見直しを図ることとしますが、計画策定の前提となっている国

や北海道の動向及び社会情勢などの諸条件に大きな変動があった場合は、適宜  

本計画を見直すこととします。 

 

表１-１-１ 計画の期間 
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４ 計画の位置づけ 

  本計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃棄物処理法」という。）

に基づく国の基本方針や、本市のまちづくり基本構想や環境基本計画等を踏まえた

計画として策定します。 

  なお、一般廃棄物の処理に関する計画は、廃棄物処理法第６条第１項により、「市

町村は、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画を定めなければなら

ない。」とされており、長期の基本方針を定める本計画と、基本計画に基づき単年度

で定める一般廃棄物処理実施計画で構成されています。 

図１-１-２ 本計画の位置づけ 
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５ 計画の構成 

  廃棄物は、一般廃棄物と産業廃棄物に区分され、本計画は一般廃棄物に関する計

画です。 

  一般廃棄物は、ごみとし尿・浄化槽汚泥に分けられ、それぞれ取り組みが異なる

ことから、本計画では第２編をごみ処理部門、第３編を生活排水部門としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１-１-３ 本計画の構成 
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６ 計画の推進 

  本計画を推進するため、毎年度「実施計画」を策定（計画：Ｐｌａｎ）します。

実施計画に基づく取組の実施（実行：Ｄｏ）後にその実績や成果を把握・検証 

（評価：Ｃｈｅｃｋ）し、その結果を翌年度の実施計画に反映（改善：Ａｃｔｉｏ

ｎ）させます。 

  このＰＤＣＡサイクルによるマネジメントを繰り返しながら取組を推進してい

きます。 

  なお、取組の実績・成果にあたっては、釧路市廃棄物減量等推進協議会から意見

を聴取します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【釧路市廃棄物減量等推進審議会】 

 「釧路市廃棄物減量等推進審議会」は、学識経験者、経済界、市民団体に加え、

公募により選出した市民で構成され、廃棄物の減量、資源化及び適正処理に関す

る事項について審議し、行政の施策に反映させることを目的に設置されているも

のです。 

 

【Ｐｌａｎ】   計画の策定（変更） 実施主体：釧路市 

【Ｄｏ】     計画の実施 実施主体：市民・事業者・釧路市 

【Ｃｈｅｃｋ】  進捗・達成状況の評価・検証 

         実施主体：釧路市廃棄物減量等推進審議会・釧路市 

【Ａｃｔｉｏｎ】 見直し・改善  実施主体：釧路市 



8 

 第２章 釧路市の概況  
 

１ 地勢と概要 

釧路市は、北海道の東部、東経 144度 22分 24秒、北緯 42度 58分 10秒に

位置し、行政区域の総面積は、1,363.29k㎡と全国でも有数の広大な行政面積を有

しております。 

日本最大の釧路湿原や特別天然記念物「マリモ」が生息する阿寒湖、活火山であ

る雌阿寒岳など多彩で雄大な世界に誇れる大自然に恵まれていることで知られて

おり、釧路湿原国立公園、阿寒摩周国立公園という２つの国立公園があります。 

また、日本有数の水産業や酪農業、林業と石炭鉱業、製紙工業、観光業を基幹産

業に、さらに商業などを含めた産業が港湾機能に支えられながら発展し、ひがし 

北海道の中核拠点都市となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１-２-１ 釧路市の位置図 

 

２ 将来のまちづくりの方針 

釧路市では、「市民が主体のまちづくり」を実現するために制定した釧路市まちづ

くり基本条例（平成２７年１０月施行）に基づいて、地域における総合的かつ計画

的な行政の運営を図るための指針として「釧路市まちづくり基本構想」を平成 30

年に策定しました。 

この構想では、今後１０年間に講じる施策をとりまとめ、地域の限られた資源を

社会情勢の変化に即応して柔軟かつ重点的に投資する「都市経営」の視点に基づき、

これらのまちづくりを進め、ひがし北海道の拠点として、さらなる飛躍を目指して

おります。 

釧路市 
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３ 気象 

  本市の気候は、寒流の影響を受け、一般に冷涼です。冬期間の寒さは厳しい反面、

積雪は概して多くありません。５月から８月にかけては、海霧が発生しやすく、日

照時間が少ないため、夏季における気温は１８℃前後となります。９月から１０月

にかけては晴天が続き、１１月以降の冬期間は快晴が多く、乾燥した日が続きます。 

降水量は年間１，０００ｍｍ前後で、降雪は１１月下旬から４月上旬にかけて見

られ、最深積雪は３０ｃｍ程度で、道内他都市と比べて極めて少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１-２-２ 月別降水量及び月別平均気温（平成２年～令和元年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図１-２-３ 年間降水量及び年間平均気温の推移（平成２年～令和元年） 
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４ 人口、産業及び土地の利用状況 

（１）人口動態 

釧路市の人口は、住民基本台帳人口（令和２年１２月末現在）で、       

１６５，６６７人、世帯数９４，０５５世帯となっています。人口の推移をみる

と、平成２１年から一貫して減少傾向にあります。世帯数については、平成２４

年まで増加傾向にありましたが、平成２５年に一旦減少しました。その後、平成

２６年度には再び増加に転じましたが、平成２９年からは減少傾向にあります。 

また、平均世帯人員は、１．７６人と減少傾向が続いており、少子化、高齢化

の進行や単身世帯の増加といった世帯形態の変化が要因と考えられます。 
 

表１-２-１ 人口及び世帯数の推移 

 

 

図１-２-４ 人口及び世帯数の推移 

（出典）釧路市 住民基本台帳 

（出典）釧路市 住民基本台帳 
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図１-２-５ 人口の構成の推移 
 

（２）産業の動向 

   本市の事業所数の推移としては、平成２１年から平成２８年にかけて減少傾向

にあり、平成２８年６月１日現在で８，２６８事業所となっており、平成２１年

７月１日現在の事業所数と比較すると１，０５０事業所減少しております。また、

産業区分別の構成比は、平成２８年で第３次産業が８６．６％、第２次産業が１

２．８％、第１次産業が１％未満と平成２１年から構成比に大きな変化は見られ

ない状況にあります。 
 

表１-２-２ 産業中分類別の事業所数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）釧路市 住民基本台帳 
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図１-２-６ 産業中分類別事業所数構成比の推移 

 

 

表１-２-３ 産業中分類別の従業者数の推移 
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図１-２-７ 産業中分類別従業者数構成比の推移 

 

 

 

（３）土地利用状況 

  本市の平成３１年の土地利用状況は、総面積の３４％が有租地であり、そのうち

山林が４８％となっています。利用状況の推移では、牧場が減少し雑種地が増加し

ています。 

資料 釧路市資産税課 
 

図１-２-８（左） 土地利用状況（平成３１年１月１日現在） 

図１-２-９（右） 有租地の利用状況（平成３１年１月１日現在） 
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資料 釧路市資産税課（各年１月１日現在） 

 

図１-２-１０ 有租地の利用状況の推移 
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